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和 田
保育園

長 門
小学校

依田窪
南 部
中学校

和 田
小学校

　

町
内
の
各
保
育
園
・
小
学
校
・
中
学
校
で
は
、
新
た
な
る
旅
立
ち

の
時
を
迎
え
た
子
ど
も
達
の
卒
園
式
・
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

優
し
か
っ
た
先
生
や
い
つ
も
一
緒
だ
っ
た
友
達
、
慕し
た

っ
て
く
れ
た

後
輩
た
ち
と
の
別
れ
。
た
く
さ
ん
の
想
い
が
巡
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

今
ま
で
の
思
い
出
と
、
こ
れ
か
ら
の
希
望
を
胸
に
、
新
た
な
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

3 月 15 日（木）

3 月 14 日（水）

3 月 15 日（木）

平
成
29
年
度
保

育

園
卒
園
式

小･

中
学
校
卒
業
式

3 月 23 日（金）

ご
卒
業
・
ご
卒
園
　
お
め
で
と
う
�

な が と 保 育 園
3 月 23 日（金）

統合一年目生徒会スローガン
『挑戦　～築きあげる僕らの新しい時代～』
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和田診療所・和田歯科診療所
移転のお知らせ

依
田
窪
病
院
附
属
和
田
診
療
所
・
和
田
歯

科
診
療
所
移
設
工
事
の
完
成
に
あ
た
っ
て

　

新
し
い
和
田
診
療
所
・
和
田
歯
科
診
療
所

が
完
成
い
た
し
ま
し
た
。
昭
和
52
年
に
建
築

し
た
今
ま
で
の
診
療
所
は
40
年
が
経
過
し
、

地
域
の
皆
様
か
ら
施
設
の
移
転
を
強
く
求
め

ら
れ
て
参
り
ま
し
た
。

　

町
は
役
場
新
庁
舎
の
完
成
に
伴
い
、
旧
和

田
庁
舎
の
有
効
活
用
に
向
け
「
公
共
施
設

等
跡
地
利
用
検
討
委
員
会
」
ご
協
議
い
た
だ

き
ま
し
た
結
果
、平
成
28
年
10
月
17
日
『
旧

和
田
庁
舎
一
階
部
分
の
執
務
室
を
中
心
と
す

る
部
屋
に
つい
て
は
依
田
窪
病
院
附
属
和
田

診
療
所
及
び
和
田
歯
科
診
療
所
を
移
転
し
、

診
療
ス
ペ
ー
ス
や
待
合
室
と
し
て
使
用
す
る

事
』
と
の
答
申
を
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、
移

転
事
業
を
進
め
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
平

成
29
年
３
月
議
会
定
例
会
に
お
い
て
和
田
地

区
医
療
施
設
整
備
事
業
の
予
算
承
認
を
い
た

だ
き
事
業
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
施
設
は
明
る
く
、
広
く
、
使
い
や
す

い
診
療
所
に
な
り
、
ま
た
役
場
支
所
、
商
工

会
支
所
、
農
協
支
店
・
和
田
診
療
所
・
歯
科

診
療
所
が
繋
が
る
こ
と
で
、一
建
物
の
中
で
用

事
が
足
せ
る
便
利
な
施
設
に
な
り
ま
し
た
。

　

町
の
基
本
計
画
・
長
期
計
画
に
記
載
す

る
『
地
域
医
療
体
制
の
充
実
』
に
向
け
、
皆

様
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
進
め
て
お
り
ま
す
の

で
、
今
後
一
層
の
お
力
添
え
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。長

和
町
長　
　

羽
田　

健
一
郎

国
保
依
田
窪
病
院
附
属
和
田
診
療
所
の

移
設
開
所
に
あ
た
り

　

平
成
15
年
に
依
田
窪
病
院
附
属
診
療
所

と
な
っ
て
か
ら
、
本
年
６
月
で
15
年
に
な

り
ま
す
。
こ
の
間
、
石
橋
久
夫
先
生
か
ら

宮
島
素
子
先
生
ま
で
、
６
名
の
医
師
に
診

療
所
の
所
長
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

昭
和
52
年
に
建
築
さ
れ
40
年
の
歳
月
が

経
ち
、
老
朽
化
し
た
診
療
所
で
し
た
が
、
職

員
が
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
って
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
旧
和
田
庁
舎
内
に
移
設
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
施
設
の
環
境
や
設
備

は
改
善
し
、
診
療
所
職
員
も
病
院
と
連
携

し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
っ
て
継
続
的
か
つ
正
確

な
医
療
情
報
を
獲
得
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
か
ら
は
、
依
田
窪
病
院
も
内

科
医
師
が
何
と
か
確
保
さ
れ
、
い
ざ
と
い

う
時
の
緊
急
入
院
が
夜
間
や
休
日
も
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
病
気
や
怪
我
の
診
断
治
療
だ

け
で
は
な
く
、
介
護
保
険
や
今
後
の
生
活

等
に
関
し
て
も
気
軽
に
相
談
で
き
る
よ
う

な
診
療
所
と
な
り
、
病
院
、
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
、
老
人
保
健
施
設
な
ど
と
連

携
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
の
最
前
線
と
し
て
、

皆
様
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

国
保　
　

依
田
窪
病
院

院
長　
　

三
澤　

弘
道

細やかな地域医療の継続、また役場旧和田庁舎の
有効利用に向け進めて参りました和田地区医療施
設整備が完了し、新たに診療が開始されました。

平成 30 年４月２日　オープン　

　

こ
の
度
は
、
町
長
を
は
じ
め
、
関
係
各

位
の
ご
高
配
を
賜た
ま
わ
り
、
長
和
町
和
田
歯
科

診
療
所
を
新
た
に
整
備
い
た
だ
き
ま
し
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
当
診
療
所
は

お
子
様
か
ら
ご
高
齢
の
方
々
の
歯
の
健
康
を

お
守
り
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
元
気
を
支

え
る
大
事
な
役
割
を
担
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
新
し
く
明
る
い
診
療
施
設

で
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
歯
に
関
す

る
お
悩
み
は
何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

医
療
法
人
新
正
会
な
が
と
歯
科
診
療
所

理
事
長　
　

長
井　

正
彦

　

こ
の
た
び
新
し
い
和
田
診
療
所
に
移
転
の

運
び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
住
民
の
皆

様
が
診
療
所
を
必
要
と
し
て
下
さ
り
、
長

和
町
の
決
断
に
よ
る
も
の
で
す
。
心
よ
り

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

赴
任
後
の
五
年
間
に
は
診
療
日
の
減
少

や
診
療
時
間
の
変
更
で
、
皆
様
に
は
以
前

よ
り
利
用
し
づ
ら
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
診

療
日
時
の
改
善
は
な
か
な
か
難
し
い
状
況
で

す
が
、
少
し
で
も
地
域
の
お
役
に
立
つべ
く

診
療
し
て
参
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

和
田
診
療
所
所
長　
　

宮
島　

素
子

診
療
所　

所
長
あ
い
さ
つ

診療日（時間） 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日
和田診療所
　 9:00 ～ 11:30
　14:00 ～ 16:00

午後の診療
（宮島医師）

午後の診療
（宮島医師）

休診日 休診日
午前の診療

（石橋医師）
休診日 休診日

和田歯科診療所
　 9:00 ～ 12:00
　14:00 ～ 18:00

15 時まで
診療

１日診療日 休診日 休診日 １日診療日 休診日 休診日

休診日 　水曜日・木曜日・土曜日・日曜日・祝日・12 月 29 日から１月３日（年末年始）・１月 15 日

診療所受診日程

和田宿ステーション

■平成 29 年度　和田地区医療施設整備事業（概要）
　□　事業実施期間
　　平成 29 年４月24日～平成 30 年３月30日
　□　建設事業概要
　　○診療所（事務室 18.15㎡・診察室 13.94㎡・処置室 25.95㎡・
　　　診療所倉庫 7.16㎡・廊下 3.86㎡・隔離室 3.06㎡・休息室 6.75㎡・
　　　薬局 14.95㎡・倉庫 6.75㎡・診療所倉庫 16.36㎡）
　　○歯科診療所（診療室、受付、バックヤード 52.47㎡・レントゲン
　　　室 5.46㎡・機械室 4.93㎡・スタッフルーム14.95㎡・歯科診療
　　　所倉庫 26.55㎡
　　○共有部分（待合室 63.71㎡・男女トイレ、多目的トイレ24.14㎡・
　　　トイレ前廊下 15.37㎡）

総合計面積　324.51㎡
　□　総事業費　　　　　　　　　  121,086,005 円（消費税込み）
　□　所在地
　　○長和町旧和田庁舎（一階執務室）
　　　　〒 386-0701　長野県小県郡長和町和田 2872
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子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

長
和
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎ 

71
・
０
９
０
３

7

お
別
れ
お
楽
し
み
会

　

な
が
と
保
育
園
の
年
長
さ
ん
も
一
緒
に
、

デ
ュ
オ
『
白
い
雲
』
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
み

ま
し
た
。

ネンネちゃんの会
　ネンネの赤ちゃんとママを対象に、
ネンネちゃんの会を始めます。
　たくさんおしゃべりしましょうね♪♪

みんな大きくなりました。
４月からの新しい生活もガンバってね！

ボランティアさんからのプレゼントです。
ありがとうございました！

センターのおひなさま

平
成
30
年
度

長
和
町
消
防
団
新
体
制

団長
河
か さ い

西　満
みつまさ

正

　

団
長
再
任
に
あ
た
り
、
ご
あ
い
さ
つ
申
し

上
げ
ま
す
。

　

我
々
消
防
団
員
は
地
域
防
災
の
中
核
的

存
在
と
し
て
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分

た
ち
で
守
る
」
と
い
う
郷
土
愛
の
精
神
に
よ

り
、
町
民
の
皆
様
の
安
全
で
安
心
な
暮
ら

し
を
守
る
た
め
に
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

火
災
出
動
の
み
な
ら
ず
、風
水
害
、地
震
、

と
いっ
た
大
規
模
災
害
発
生
時
に
お
け
る
救

助
活
動
、
警け
い
か
い戒
巡じ
ゅ
ん
し視
、
避ひ
な
ん難
誘ゆ
う
ど
う導
、
災
害

防
御
活
動
等
に
従
事
し
、
平
常
時
に
は
火

災
予
防
活
動
・
自
然
災
害
警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル

活
動
な
ど
を
お
こ
な
って
い
ま
す
。

　

近
年
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
っ
て
、
消

防
団
に
対
す
る
要
求
は
多
様
化
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
今
後
の
消

長
和
町
消
防
団　

団
長
あ
い
さ
つ

防
団
活
動
に
お
い
て
、
消
防
署
と
連
携
し

複
雑
多
様
化
す
る
災
害
に
適
切
に
対
応
で

き
る
よ
う
知
識
と
技
術
の
習
得
に
努
め
、

災
害
の
な
い
地
域
づ
く
り
に
貢こ
う
け
ん献
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
次
世
代
に
繋
ぐ
消
防
団
組
織

を
作
る
た
め
に
、
地
域
の
男
性
、
女
性
問

わ
ず
、
町
内
で
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
皆
様

の
入
団
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
町
民
の
安
心
・
安
全
の
た

め
に
組
織
の
充
実
・
強
化
を
図
り
、
消
防

団
と
し
て
の
自
覚
と
誇
り
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
日
々
邁ま
い
し
ん進

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
御
支
援
・
御
協

力
を
心
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

副団長
黒
くろさわ

澤  薫
かおる

 

本部長
渡
わたなべ

邉  悟
さとる

  
副本部長

北
きたがわ

川　昇
しょうじ

司 
副本部長

吉
よ し み

見　雅
ま さ し

史 
副本部長

黒
くろさわ

澤　忠
ただよし

義
副本部長

竹
たけはな

花　富
ふ み か ず

美一
ラッパ長

龍
た つ の

野　徳
のりしげ

茂
副ラッパ長
工
く ど う

藤　拓
た く ま

磨

消防団本部

各分団

第一分団長
池
い け だ

田　晴
はるのぶ

信 
第二分団長
清
し み ず

水　卓
たく

 
第三分団長

羽
は け た

毛田　祥
よしゆき

之 
第四分団長
片
かたぎり

桐　和
かずゆき

幸
第五分団長
北
きたがわ

川　博
ひろゆき

幸
第六分団長
竹
たけうち

内　武
た け し

史
第七分団長
上
うえはら

原  淳
じゅん
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☎ 75-2043

暖かい陽気に誘われるようにほころび始め
た和田宿本陣の梅の花。普段よりも早い
ペースで季節は進み、花満開の春はすぐそこ
まで来ています。

�
・
・
・
お
問
い
合
わ
せ
先

11

NAGAWA

〈広告欄〉

NAGAWA

人
事
異
動

■
課
長
級

　

小
林　

文
江　
（
総
務
課
長
）

　

金
山　

睦
夫　
（
企
画
財
政
課
長
）

　

山
浦　

純
一　
（
情
報
広
報
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　

兼　

会
計
管
理
者

　
　
　
　
　
　
　
　

兼　

会
計
課
長
）

　

藤
田　

仁
史　
（
こ
ど
も
・

　
　
　
　
　
　
　
　

健
康
推
進
課
長
）

■
昇
格
課
長
級

　

藤
田　

健
司　
（
産
業
振
興
課
長
）

　

龍
野　

正
広　
（
建
設
水
道
課
専
門
幹
）

　

宮
阪　

和
幸　
（
教
育
課
長
）

■
再
任
用
・
課
長
級

　

羽
毛
田　

健
次　
（
情
報
広
報
課

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
専
門
幹
）

■
昇
格
課
長
補
佐
級

　
小
林　

義
明　
（
総
務
課
長
補
佐

　
　
　
　
　
　
　
　

兼　

総
務
係
長
）

　

小
坂　

浩
子　
（
企
画
財
政
課
長
補
佐

　
　
　
　
　
　
　
　

兼　

財
政
係
長
）

　

両
角　

す
み
江
（
町
民
福
祉
課
長
補
佐

　
　
　
　
　
　
　
　

兼　

窓
口
係
長
）

　

牛
山　

美
智
子
（
会
計
課
長
補
佐

　
　
　
　
　
　
　
　

兼　

会
計
係
長
）

　

坂
上　

久
子　
（
こ
ど
も
・

　
　
　
　
　
　
　
　

健
康
推
進
課
長
補
佐

兼　

健
康
づ
く
り
係
長
）

役
場
４
月
１
日
付

（　

）
内
は
異
動
先

■
係
長
級

　
宮
下　

敏
一　
（
総
務
課
・
税
務
係
長
）

　
西
田　

裕
康　
（
企
画
財
政
課
・

ま
ち
づ
く
り
政
策
係
長
）

　
宮
阪　

勇　
　
（
町
民
福
祉
課
・

保
険
係
長
）

　
髙
井　

正
之　
（
産
業
振
興
課
・

農
政
係
長
）

　
芹
沢　

彰　
（
教
育
課
・

人
権
男
女
共
同
参
画
係
長
）

■
昇
格
係
長
級

　
柴
﨑　

春
子　
（
総
務
課
・和

田
支
所
長
）

　
笹
澤　

裕　
　
（
町
民
福
祉
課
・

福
祉
係
長
）

　
坂
田　

真
二　
（
町
民
福
祉
課
・

福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー
係
長
）

　
宮
阪　

陽
子　
（
こ
ど
も
・
健
康
推
進
課
・

子
育
て
支
援
係
長
）

　

芹
沢　

京
子　
（
こ
ど
も
・
健
康
推
進
課
・

健
康
づ
く
り
係
長
）

　

山
本　

あ
つ
子
（
こ
ど
も・健
康
推
進
課・

な
が
と
保
育
園
長
）

■
一
般
職

　
掛
野　

大
輔　
（
総
務
課
・
総
務
係
）

　

原　

尚
之　
　
（
総
務
課
・
総
務
係
）

　

滝
澤　

由
香　
（
総
務
課
・
税
務
係
）

　

田
中　

実　
　
（
企
画
財
政
課
・
管
財
係
）

　

手
島　

友
香
里
（
情
報
広
報
課
・

情
報
広
報
係
）

　

古
川　

俊
之　
（
町
民
福
祉
課
・
保
険
係
）

　

新
海　

保
奈
美
（
町
民
福
祉
課
・

高
齢
者
支
援
係
）

　

高
木　

由
美　
（
こ
ど
も
・
健
康
推
進
課
・

な
が
と
保
育
園
保
育
士
）

　

岸
部　

睦
美　
（
こ
ど
も
・
健
康
推
進
課
・

和
田
保
育
園
保
育
士
）

　

宮
阪　

勝
将　
（
産
業
振
興
課
・

特
産
品
開
発
係
）

　

石
田　

舞
佳　
（
長
野
県
派
遣
職
員

　
　
　
　
　
　
　

  

企
画
財
政
課
・

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
係
）

■
新
規
採
用
職
員

　
内
田　

俊
平　
（
総
務
課
・
税
務
係
）

　

白
倉　

陽
子　
（
町
民
福
祉
課
・

高
齢
者
支
援
係
）

　

荻
原　

里
奈　
（
こ
ど
も
・
健
康
推
進
課
・

健
康
づ
く
り
係
）

　

久
保
井　

紗
也
加（
こ
ど
も・健
康
推
進
課・

健
康
づ
く
り
係
）

　

藤
森　

貴
明　
（
産
業
振
興
課
・
林
務
係
）

　

染
谷　

亮
伽　
（
産
業
振
興
課
・

商
工
観
光
係
）

■
派
遣
職
員

　
長
谷　

賢
二　
（
長
野
県
企
画
振
興
部

地
域
振
興
課
・
楽
園
信
州
・
移
住
推
進
室
）

■
退
職
（
　
）
内
は
前
職

　
武
重　

邦
昭　
（
情
報
広
報
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　

兼　

会
計
管
理
者

　
　
　
　
　
　
　
　

兼　

会
計
課
長
）

　

長
岡　

万
利
子
（
こ
ど
も・健
康
推
進
課・

健
康
づ
く
り
係
）

　

春
原　

明
美　
（
総
務
課
・
総
務
係
）

　

児
玉　

文
洋
（
県
か
ら
の
派
遣
期
間
満
了

　
　
　
　
　
　
　

  

産
業
振
興
課
・　
　

特
産
品
開
発
係
）

各
小
・
中
学
校先

生
の
動
き

※
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
長
門
小
学
校

○
転
任
（
　
）
内
は
転
任
先

　

山
本　

義
明
（
定
年
退
職
）

　

今
井　

康
哲
（
上
田
市
立
塩
川
小
学
校
）

　

小
林　

元
子
（
退
職
）

　

林　

令
江　
（
退
職
）

　

長
井　

功　
（
退
職
）

　

宮
下　

朱
美
（
上
田
市
立
神
科
小
学
校
）

　

大
塚　

巌　
（
上
田
市
立
東
塩
田
小
学
校
）

　

西
澤　

綾
子
（
上
田
市
立
豊
殿
小
学
校
）

　

田
中　

冬
樹（
東
御
市
立
北
御
牧
小
学
校
）

○
着
任
（
　
）
内
は
前
任
校

　

関　

茂　
　
（
上
田
市
立
塩
川
小
学
校
）

　

西
澤　

直
記
（
東
御
市
立
祢
津
小
学
校
）

　

金
子　

裕
美
（
長
野
県
上
田
養
護
学
校
）

　

堀
本　

淳
子
（
軽
井
沢
町
立

軽
井
沢
中
部
小
学
校
）

　

川
合　

亮　
（
上
田
市
立

丸
子
中
央
小
学
校
）

　

徳
武　

良
枝（
上
田
市
立
丸
子
北
小
学
校
）

　

後
閑　

芳
嘉
（
新
規
採
用
）

　

丸
山　

遥
香
（
新
規
採
用
）

■
和
田
小
学
校

○
転
任
（
　
）
内
は
転
任
先

　

神
田　

博
幸
（
上
田
市
立
真
田
中
学
校
）

　

福
島　

章
浩
（
東
御
市
立
祢
津
小
学
校
）

　

橋
詰　

美
鈴
（
上
田
市
立
川
辺
中
学
校
）

　

下
村　

茜　
（
北
御
牧

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）

　

柳
澤　

未
織
（
茅
野
市
立
北
山
小
学
校
）

　

青
木　

和
花
奈（
青
木
村
立
青
木
中
学
校
）

○
着
任
（
　
）
内
は
前
任
校

　

野
竹　

国
雄
（
南
信
教
育
事
務
所

飯
田
事
務
所
）

　

井
上　

恵
子（
岡
谷
市
立
上
の
原
小
学
校
）

　

荻
原　

理
香
（
長
野
県
上
田
養
護
学
校
）

　

竹
花　

紋
子
（
上
田
市
立
豊
殿
小
学
校
）

　

金
澤　

千
賀
子（
上
田
市
立
武
石
小
学
校
）

　

小
池　

陽
子
（
新
規
採
用
）

■
依
田
窪
南
部
中
学
校

○
転
任
（
　
）
内
は
転
任
先

　

両
澤　

宏
樹
（
中
野
市
立
豊
田
中
学
校
）

　

中
村　

伊
子
（
上
田
市
立
塩
田
中
学
校
）

　

笠
原　

孝
志
（
上
田
市
立
第
四
中
学
校
）

　

佐
藤　

優　
（
上
田
市
立
南
小
学
校
）

　

柳
澤　

章
仁
（
上
田
市
立
本
原
小
学
校
）

　

附
田　

賢
一
（
上
田
市
立
第
五
中
学
校
）

　

小
林　

愛
弥（
南
牧
村
立
南
牧
南
中
学
校
）

　

小
池　

柳
吉
（
退
職
）

○
着
任
（
　
）
内
は
前
任
校

　

木
村　

三
英
（
佐
久
穂
町
立

佐
久
穂
中
学
校
）

　

安
藤　

正
幸
（
東
御
市
立
東
部
中
学
校
）

　

西
嶋　

紗
英
（
新
規
採
用
）

　

小
金
澤
な
な
え（
上
田
市
立
第
三
中
学
校
）

　

森
田　

貴
幸
（
新
規
採
用
）

　

水
越　

孝
信
（
新
規
採
用
）

　　

転
任
・
退
任
さ
れ
た
先
生
方
、
心
温
か

く
ご
指
導
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
着
任
さ
れ
る
先
生
方
、
長
和
の

子
ど
も
達
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

〈広告欄〉

お墓Q & A　◇ 各種ご質問にお答えしますので、お気軽にお問い合わせください。

Q．納
のうこつどう

骨堂がとても湿
しめ

っぽいのですが、改善方法はありますか？

A．改善できます。換気口を取り付けることにより軽減することがで

きます。

　　どうしても納骨堂は底部からの湿気により結
け つ ろ

露しやすいので、風

の流れを作ってあげることが改善方法の一つです。

◇ 霊園は当社が一括管理していますので、見学
　も自由です。お気軽にお立ち寄りください。
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〈広告欄〉

※ 対象工事費の10分の2以内。ただし20万円を限度とし、千円未満は切り捨て。
※ 本事業の助成は、同一の住宅について1回限り。

長和町では、町民のみなさんが、町内の施工業者を
利用して、個人住宅の増改築等のリフォームを行う
場合に、その経費の一部を助成します。

住まい快適促進助成事業

タツケンは《住まい快適促進助成事業》の施工業者です。申請から工事までのすべてをお任せください‼

平成 30 年 3 月 31 日まで

助
成
金
額 最高20万円！！

12月31日（木）～1月3日（日）まで休業させていただきます。12月26日（土）・27日（日）は営業しております。

第2・第４土曜日と日曜日、祝日は休業させていただきます。

〈広告欄〉

町
民
福
祉
課

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

支
払
日
の
変
更
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
の一部
に
、
被
保

険
者
様
が
一
ヶ
月
に
支
払
っ
た
自
己
負
担

額
が
一
定
の
上
限
額
を
超
え
た
と
き
に
、

超
え
た
分
が
「
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」

と
し
て
後
か
ら
支
給
さ
れ
る
負
担
軽
減

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
月
の

三
ヶ
月
後
の
27
日
に
被
保
険
者
様
等
の
ご

指
定
の
金
融
機
関
口
座
に
お
支
払
い
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
支
払
い
処

理
を
委
託
し
て
い
る
金
融
機
関
の
変
更
に

よ
り
、
四
ヶ
月
後
の
５
日
（
５
日
が
土
日

祝
日
の
場
合
は
前
営
業
日
）に
支
払
日
が

変
更
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
ご
不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
役
場
町
民
福
祉
課
保
険
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
変
更
時
期
】

　

平
成
30
年
５
月
27
日
予
定
分
か
ら

【
参
考
】

　

○
平
成
30
年
１
月
利
用
分

　
　
　

→　

４
月
27
日
支
払
い

　

○
平
成
30
年
２
月
利
用
分

　
　
　

→　

６
月
５
日
支
払
い

　

○
平
成
30
年
３
月
利
用
分

　
　
　

→　

７
月
５
日
支
払
い

　
�　

町
民
福
祉
課　

保
険
係

　
　

☎
75
・
２
０
４
６

元
気
ア
ッ
プ
教
室
の

ご
案
内

　

65
歳
以
上
を
対
象
に
し
た
介
護
予
防

教
室
で
す
。
町
内
４
地
区
で
、理
学
療
法

士
に
よ
る
脚
力
ア
ッ
プ
を
目
指
す
体
操
教

室
を
年
10
回
、
歯
科
医
等
に
よ
る
お
口
の

教
室
を
年
２
回
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

年
齢
を
重
ね
て
も
元
気
に
活
動
で
き

る
身
体
づ
く
り
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
４
月
の
教
室
日
程

　

19
日
（
木
）
和
田
地
区

（
和
田
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

　

23
日
（
月
）
長
久
保
地
区

（
長
門
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

　

25
日
（
水
）
古
町
地
区

（
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　

26
日
（
木
）
大
門
地
区

（
大
門
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
）

■
時
間　

午
後
1
時
30
分
～
午
後
3
時

■
内
容　

体
操
教
室

＊
会
場
ま
で
の
送
迎
も
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

�　

町
民
福
祉
課　

高
齢
者
支
援
係

　
　

☎
75
・
２
０
４
６

和
田
地
域
の
「
町
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
道
路
清
掃
」

が
行
わ
れ
ま
す

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
地
域
の

環
境
美
化
活
動
に
ご
協
力
を
賜
り
、誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

例
年
通
り
、
今
年
も
町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
道
路
清
掃
を
、
和
田
地
域
に
お
い
て
５

月
13
日
（
日
）
に
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、

大
勢
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。（
姫
木
地
区
は
４
月
10
日
、
長
門

地
域
は
４
月
15
日
、
鷹
山
地
区
は
５
月
８

日
に
実
施
い
た
し
ま
す
。）

　

例
年
多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
道
路
の
環
境
美
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、
心
な
い
ポ
イ
捨
て
が
あ
と
を
絶
ち

ま
せ
ん
。
町
の
景
観
を
守
る
に
は
、
町
民

一
丸
と
な
っ
て
活
動
を
続
け
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

後
日
、
環
境
衛
生
係
を
通
じ
て
、
参
加

の
と
り
ま
と
め
を
行
い
ま
す
。
本
年
も
大

勢
の
皆
様
の
ご
参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

長
和
町
衛
生
専
門
委
員
会

�　

町
民
福
祉
課　

生
活
環
境
係

　
　

☎
75
・
２
０
８
１

バ
ー
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
事
業

（
犬･

猫
の
繁
殖
制
限
）

に
つ
い
て

　

飼
い
犬
お
よ
び
飼
い
猫
の
不
妊
手
術
を

希
望
す
る
飼
主
に
対
し
、
そ
の
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

■
申
込
開
始

　

平
成
30
年
５
月
１
日
（
火
）
か
ら

■
手
術
実
施
期
間

　

平
成
30
年
６
月
１
日
（
金
）
か
ら

　

平
成
30
年
６
月
30
日
（
土
）
ま
で　

■
手
続
き
の
方
法

①
役
場
窓
口
に
て
、
備
え
付
け
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
す
る
。

※
犬
の
場
合
は
、登
録
番
号
と
狂
犬
病
予

防
注
射
済
証
番
号
の
記
入
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

※
申
込
み
の
内
容
を
確
認
後
、申
込
書
に

受
付
印
を
押
印
い
た
し
ま
す
。

②
「
手
術
実
施
期
間
」
内
に
手
術
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
動
物
病
院
へ
予
約
を

す
る
。

※
予
約
可
能
な
動
物
病
院
は
、
上
田
市
・

東
御
市
・
小
県
郡
内
の
み
で
す
。

③
手
術
当
日
、受
付
済
み
の
申
込
書
を
動

物
病
院
の
窓
口
へ
提
出
す
る
。

④
会
計
の
際
、申
込
書
の
「
受
領
欄
」
に

署
名
・
捺
印
し
手
続
き
完
了
で
す
。

腎
臓
機
能
障
が
い
及
び
特

定
疾
患
治
療
通
院
費
補
助

に
つ
い
て

　

長
和
町
で
は
腎
臓
機
能
障
が
い
及
び
特

定
疾
患
治
療
の
た
め
に
通
院
を
さ
れ
て
い
る

方
に
対
し
、通
院
費
の
補
助
を
行ってい
ま
す
。

■
対
象
者

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
に
該
当
す
る

腎
臓
機
能
障
が
い
を
有
し
、現
に
血
液

透
析
を
受
け
て
い
る
方 　

②
国
の
難
病
対
策
に
指
定
さ
れ
て
い
る
疾

患
の
治
療
の
た
め
に
通
院
さ
れ
て
い
る
方

③
県
が
発
行
し
た
特
定
疾
患
医
療
受
給

者
証
及
び
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療

受
給
券
の
所
持
者
で
そ
の
疾
患
の
た
め

に
通
院
さ
れ
て
い
る
方

■
補
助
限
度
額

　

１
ヶ
月
８
０
０
０
円
を
限
度
と
す
る
。

■
そ
の
他

　

平
成
29
年
度
前
期
分
の
補
助
を
受
け

ら
れ
た
方
及
び
申
し
出
の
あ
っ
た
方
に
つ

き
ま
し
て
は
、３
月
下
旬
に
申
請
書
類
を

お
送
り
し
ま
し
た
の
で
、
ご
確
認
の
う
え

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、該
当
と

思
わ
れ
る
方
で
申
請
書
類
が
届
か
な
い
方

は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�　

町
民
福
祉
課　

福
祉
係

　
　

☎
75
・
２
０
４
６

※
会
計
の
際
の
請
求
金
額
は
、
助
成
金
額

が
控
除
さ
れ
た
金
額
と
な
り
ま
す
の

で
、
役
場
等
か
ら
助
成
金
が
別
途
、
交

付
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
助
成
金
額
（
１
頭
・
匹
）

　
　

メ
ス　

５
０
０
０
円

　
　

オ
ス　

３
０
０
０
円

■
注
意
事
項

○
定
数
に
達
し
次
第
申
込
み
を
締
め

切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、ご
希

望
に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
助
成
金
事
業
は
、
原
則
と
し
て
１
世

帯
１
頭
（
匹
）
の
み
と
な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
、
長
野
県
動
物
愛
護
会
上

小
支
部
事
務
局
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

主
催
／
長
野
県
動
物
愛
護
会
上
小
支
部

　
　
　
（
上
田
保
健
福
祉
事
務
所
内
・

　
　
　
　

☎
25
・
７
１
５
３
）

�　

町
民
福
祉
課　

生
活
環
境
係

　
　

☎
75
・
２
０
８
１
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NAGAWA

〈広告欄〉

　

美
ヶ
原
高
原
の
パ
ー
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
は
、
美
ヶ
原
高
原
及
び
そ
の
周
辺
地
域

の
自
然
や
特
徴
を
一
般
利
用
者
に
紹
介

す
る
こ
と
並
び
に
美
ヶ
原
地
域
の
美
化
清

掃
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

●
対
象
者

美
ヶ
原
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と

し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
賛
同
い

た
だ
け
る
方
で
、
同
セ
ン
タ
ー
が
主
催

す
る
パ
ー
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

を
受
講
し
、
か
つ
期
間
中
５
日
以
上

活
動
が
で
き
る
方

●
活
動
期
間

　

５
月
中
旬
か
ら
11
月
上
旬

●
養
成
講
座

　

５
月
12
日
（
土
）

　
　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

　

会
場
：
美
ヶ
原
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー

●
申
込
締
切
日　

　

５
月
９
日
（
水
）　

　

申
し
込
み
は
、
美
ヶ
原
観
光
連
盟
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
募
集
要

項
、
登
録
用
紙
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

�　

美
ヶ
原
観
光
連
盟
事
務
局

　
　

☎
０
２
６
３
・
34
・
８
３
０
７

産
業
振
興
課

美
ヶ
原
高
原
パ
ー
ク
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

総合建設業　不動産業　建築設計事務所
土地探しから建築まで

株式会社モリケン
TEL 0268-68-2225(代) FAX 0268-68-2196

[URL]http://www.moriken-motto.com [E-mail]mail-info@moriken-motto.com

◎建築 不動産 無料相談開設中 M-ONE HOME
エムワン・ホーム建　築　ー　新築・増築・リフォーム・工場・事務所（RC 鉄骨 木造等）

　　　　　　尚耐震検査等も行っております。お気軽にご相談ください。
不動産　ー　土地（宅地・原野・山林・田・畑）売買仲介等
　　　　　　建物（中古住宅・アパート）売買仲介等

地震に強い家

小県郡長和町古町410-1

NAGAWA

住
ま
い
快
適
促
進
助
成
金

交
付
事
業
の
継
続
に
つい
て

　

好
評
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
「
住
ま
い

快
適
促
進
助
成
金
」
に
つい
て
平
成
30
年

４
月
１
日
か
ら
３
年
間
延
長
し
ま
す
。

　

な
お
、ご
利
用
に
は
制
限
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
10
万
円
以
上
の
工
事
に
つ
き

　

工
事
費
の
２
割
補
助

○
限
度
額
20
万
円

※
住
居
に
供
す
る
住
宅
で
あ
り
、
住
宅
の

機
能
向
上
の
た
め
に
行
う
修
繕
・
改
築

等
の
工
事
に
限
り
ま
す
。

※
過
去
に
利
用
し
た
方
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。
工
事
着
手
後
の
受
付
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

お
申
込
み
の
様
式
は
、
長
和
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
→
各
種
申
請
書
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
→

土
地
建
物
関
係
→
住
ま
い
快
適
促
進
助

成
金
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
町
内
の
工
事
店
ま
た
は
産

業
振
興
課
商
工
観
光
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

�　

産
業
振
興
課　

商
工
観
光
係

　
　

☎
75
・
２
０
８
５

「児童扶養手当額」が変わります
平成 30 年４月１日から児童扶養手当額が 0.5％の引き上げとなり母子・父子家庭等を対象とする手当額が変更になります。

お問い合わせ先　　　こども・健康推進課　子育て支援係　　☎７５−２０６９

普
通
救
命
講
習
会
の

開
催
に
つ
い
て

依
田
窪
南
部
消
防
署

　

急
病
人
や
け
が
人
が
発
生
し
１
１
９

番
通
報
し
て
か
ら
、
救
急
車
が
到
着
す

る
ま
で
に
上
田
広
域
管
内
で
は
平
均
９

分
か
か
り
ま
す
。

　

何
も
せ
ず
に
救
急
車
の
到
着
を
待
つ

と
、
呼
吸
や
心
臓
が
止
ま
っ
た
人
を
救
え

る
確
率
は
急
激
に
下
が
り
ま
す
。

　

目
の
前
で
倒
れ
た
人
の
命
を
救
え
る

の
は
、そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
「
あ
な
た
」

で
す
。

　

大
切
な
人
の
命
を
守
る
た
め
に
、
応

急
手
当
の
知
識
と
技
術
を
身
に
付
け
ま

し
ょ
う
。
依
田
窪
南
部
消
防
署
で
は
、

心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
エ
ー
イ
ー
デ
ィ
ー

Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
、
け
が

の
手
当
て
な
ど
を
中
心
と
し
た
「
普
通

救
命
講
習
会
」
を
次
の
日
程
で
開
催
し

ま
す
。

○
日　

時

　

平
成
30
年
４
月
14
日
（
土
）

　

午
前
９
時
～
正
午
（
３
時
間
）

○
場　

所

　

依
田
窪
南
部
消
防
署　

会
議
室

○
内　

容

　

心し
ん
ぱ
い肺
蘇そ
せ
い生
法（
胸
き
ょ
う
こ
つ骨
圧あ
っ
ぱ
く迫・人
工
呼
吸
）、

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
、
止
血
法
、
異
物
除

　

去
法

○
持
ち
物　

　

筆
記
用
具

　
ハン
カ
チ

　
（
人
工
呼
吸
の
時
に
使
用
し
ま
す
）

○
参
加
料　
　

無
料

　

講
習
修
了
者
に
は
、
修
了
証
を
交
付

し
ま
す
。
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

４
月
10
日
（
火
）
ま
で
に
お
申
込
み
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�　

依
田
窪
南
部
消
防
署　

救
急
係

　
　

☎
68
・
０
１
１
９

防
火
管
理
者
取
得
講
習

会
の
開
催
に
つ
い
て

　

多
数
の
人
が
出
入
り
し
、
勤
務
、
ま
た

は
居
住
す
る
建
物
（
防
火
対
象
物
）
の

所
有
者
、
経
営
者
等
は
建
物
の
用
途
、

規
模
お
よ
び
収
容
人
員
に
よ
り
、
防
火
管

理
者
を
選
任
し
、
防
火
管
理
上
必
要
な

業
務
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

消
防
本
部
で
は
、
防
火
管
理
者
の
資

格
を
付
与
す
る
講
習
と
し
て
、
甲
種
防

火
管
理
講
習
（
講
習
日
数
２
日
間
）
及

び
乙
種
防
火
管
理
講
習
（
講
習
日
数
１

日
）
を
実
施
し
ま
す
。
資
格
の
取
得
を

希
望
さ
れ
る
方
は
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

平
成
30
年
５
月
16
日（
水
）17
日（
木
）

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分

■
場
所

　

真
田
中
央
公
民
館　

大
ホ
ー
ル

■
定
員　
　

１
２
０
名

■
受
講
料

　

上
小
防
火
管
理
者
協
議
会
員

　
　

甲
種　

２
０
０
０
円

　
　

乙
種　

１
５
０
０
円

　
一　

般

　
　

甲
種　

４
０
０
０
円

　
　

乙
種　

３
０
０
０
円

■
申
し
込
み

　

依
田
窪
南
部
消
防
署
の
受
付
窓
口
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
４
月
16
日（
月
）

午
前
９
時
か
ら
受
け
付
け
ま
す
（
電
話

で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
）。

　

そ
の
他
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�　

依
田
窪
南
部
消
防
署　

予
防
係

　
　

☎
68
・
０
１
１
９ 平成 29 年 4 月〜 平成 30 年 4 月〜



　  今月の納税など

５月１日（火）

　固定資産税　  　　 　　  1 期分

　国民健康保険税　  　　   1 期分

　保育料　　　　  　　　   4 月分

　町営住宅家賃  　　　　   4 月分

　入所負担金　　　　　  　3 月分

　配食サービス等利用料　  3 月分

4 月 25 日（水）

　介護保険料　　　　　　   1 期分

▼口座振替不能分の再振替▼
4 月 16 日（月）
　国民健康保険税　 　　  12 期分
　保育料　　　　　　　  　3 月分
　テレビ施設使用料　　2・3 月分
　町営住宅家賃　　  　　   3 月分
　入所負担金　　　　　　  2 月分
　配食サービス等利用料　  2 月分
5 月 1 日（火）
　水道使用料    　　     1・2 月分
※ 期限内納税にご協力ください。口

座振替の方は前日までに預金残高
をご確認ください。また、町税な
どについて納め忘れのある方は、
至急お納めください。

暮らしのカレンダー

税

４月
April

母子保健ガイド
事 業 名 対 象 場　所 時　間 内　容

両親学級 妊婦とその夫

保健福祉
総合センター

  9:30 〜 出産・子育ての準備
育児学級（前期） 2 〜 5 ヶ月児   9:30 〜 離乳食講習会、股関節診察
育児学級（中期） 7 〜 8 ヶ月児   9:30 〜 離乳食講習会
乳児健診 4・7・10 ヶ月児 13:00 〜 子どもの成長発達を確認
幼児健康相談 1.0 〜 1.3 歳児   9:30 〜 お誕生健診
1.6 歳児健診 1.6 〜 1.8 歳児 12:30 〜 子どもの成長発達を確認
3 歳児健診 3.0 〜 3.2 歳児 12:30 〜 子どもの成長発達を確認
2 歳児歯科健診 2.0 〜 2.2、2.6 〜 2.8 歳児   9:30 〜 虫歯予防健診
保健センター開放日 妊婦・乳幼児 9:30 〜 11:30 身長・体重測定・育児相談等
子育て相談 未就園児・在園児 9:00 〜 16:00 ことばの相談、発達についての相談（予約制）

� こども・健康推進課 健康づくり係　☎68-3494（係直通）

日 月 火 水 木 金 土
25 26 27 28 29 30 31芳沢住宅設備 羽田組 信越工業 吉見設備 Ｓ・Ｔ・Ｋ興業 清水設備 長門興業

保健センター開放日

平成 29年度ながと保育園卒園児
３年間の思い出

平成 29年度
依田窪南部中学校卒業式

平成 29年度
和田小学校卒業式

平成 29年度
長門小学校卒業式

平成 29年度
和田保育園卒園式

平成 29年度
ながと保育園卒園式 （再）長和町議会 3月定例会閉会

1 2 3 4 5 6 7長井工業 小山産業 芳沢住宅設備 羽田組 信越工業 吉見設備 Ｓ・Ｔ・Ｋ興業

保健センター開放日

リクエスト番組 リクエスト番組
平成29年度和田小学校運動会（前編）

リクエスト番組
平成29年度和田小学校運動会（後編）

リクエスト番組
成人式

リクエスト番組
依田窪南部中学校ミュージックフェスティバル

リクエスト番組
平成29年度長門小学校運動会（前編）

8 9 10 11 12 13 14清水設備 長門興業 長井工業 小山産業 芳沢住宅設備 羽田組 信越工業

保健センター開放日

リクエスト番組
平成 29年度和田小学校運動会（後編） 平成 30年度ながと保育園入園式

15 16 17 18 19 20 21吉見設備 Ｓ・Ｔ・Ｋ興業 清水設備 長門興業 長井工業 小山産業 芳沢住宅設備

保健センター開放日

平成 30年度和田保育園入園式 ながわワイン＆フードフェス
発表会・トークショー 平成 30年度長門小学校入学式

22 23 24 25 26 27 28羽田組 信越工業 吉見設備 Ｓ・Ｔ・Ｋ興業 清水設備 長門興業 長井工業

保健センター開放日 1 歳 6 ヵ月児・3 歳児健診
子育て相談 育児学級（中期）

平成 30年度和田小学校入学式 まちのわだい

29 30 1 2 3 4 5小山産業 芳沢住宅設備 羽田組 信越工業 吉見設備 Ｓ・Ｔ・Ｋ興業 清水設備

長和町消防団辞令交付式 まちのわだい （再）平成 29年度長門小卒業生
6年間の思い出

（再）平成 29年度和田小卒業生
6年間の思い出

（再）平成 29年度和田保育園
卒園児３年間の思い出

（再）平成 29年度ながと保育園
卒園児３年間の思い出

（再）平成 29年度
依田窪南部中学校卒業式

長久保
和 田

長久保
和 田

長久保
和 田

長久保
和 田

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道 水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

長久保
和 田

長久保
和 田

水道

水道

古 町
大 門

古 町
大 門

古 町
大 門

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

美

古 町
大 門

長和町一般廃棄物
　処理場について

● 開場日
　 毎週火 ･ 土・日曜日

● 開場時間
　 午前 8 時 30 分

　　　〜 午後 4 時

● 処理場連絡先
　 ☎ 68・4120

● 注意事項
入場時には、「一般廃棄
物処理場利用券」を職員
に提示してください。

処 理 場 持 込
可 能 日

生 ご み

ビ ン・ カ ン
危 険 ご み 等

可 燃 ご み

プラスチック 類 
ペ ット ボト ル
発泡ｽﾁﾛｰﾙ類等

新 聞 ･  古 布 
ダンボール等

美化センター
展示物販売日美

� 町民福祉課
　 　生活環境係

☎ 68-3111（代表）　
☎ 75-2081（係直通）

工 事 店 名 電　話　番　号
（有）信越工業 68 ー 2666
（有）吉見設備 68 ー 2829
Ｓ・Ｔ ･ Ｋ興業 68 ー 4354

（有）清水設備 68 ー 3050
（有）長門興業 68 ー 2517
長井工業（株） ０９０−１４２３−０２４６

（株）小山産業 88 ー 2045
芳沢住宅設備 88 ー 2033

（株）羽田組 88 ー 2012
（夜間）090 − 2474 ー 2254

水道緊急当番店 � 建設水道課 上下水道係
☎ 75-2090（係直通）水道 ゆいねっと番組表

� 長和町情報館 ☎ 68-2000

特集ながわ
  8:30 〜、12:30 〜
17:00 〜、21:00 〜

町のわだい
  8:30 〜、10:00 〜
12:30 〜、17:00 〜
19:00 〜、21:00 〜

生 中 継
そ の 他 適宜お知らせします

※ 都合により番組の内容を変更
することがあります。

税

税

税

税

古 町
大 門

古 町
大 門税
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『野焼き（屋外焼却）」は
禁止されています

　上田地域広域連合消防管内の火災原因のトップは、
「たき火（野焼き）」によるものです。
　風の強いときの野焼きは絶対にやめましょう。



21 20

長和町社会福祉協議会　  ☎ 88 − 3069
支え合いサポート事業　  ☎ 88 − 3

サ ポ ー ト

810

相
談
日
の
お
知
ら
せ

◆ 

心
配
ご
と
相
談
日

期
日　

４
月
18
日
（
水
）

時
間　

午
前
９
時
〜
正
午

場
所　

長
門
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
司
法
書
士
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。　
　
　
　

（
午
前
10
時
〜
正
午
）

◆ 

結
婚
相
談
日

期
日　

４
月
25
日
（
水
）

時
間　

午
後
１
時
半
〜
４
時

場
所　

長
門
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
「
心
配
ご
と
」・「
結
婚
相
談
」
は
相
談

日
以
外
で
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
（
土
日
祭
日
を
除
く
）。

な
が
わ
お
た
っ
し
ゃ
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
研
修　

日
程

■
日
時

　

第
１
回　
　

５
月
17
日

　

第
２
回　
　

５
月
31
日

　

第
３
回　
　

６
月
13
日

　

第
４
回　
　

６
月
27
日

　

第
５
回　
　

７
月
12
日

　
　
　
　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

■
会
場

　

長
和
町
役
場
町
民
ホ
ー
ル

■
講
師

　

国
保　

依
田
窪
病
院

　

理
学
療
法
士　
　

山
崎　

健
一　

氏

　

介
護
予
防
に
関
心
の
あ
る
方
、
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
長
和
町
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

２
０
１
８　

は
つ
ら
つ
運
動
教
室
開
催
の
お
知
ら
せ

　

毎
日
の
運
動
習
慣
病
や
足
腰
の
衰
え
を
予
防
し
、
は
つ
ら
つ
生
活
に
繋
が
り
ま
す
。

　

な
ん
と
な
く
お
な
か
周
り
が
気
に
な
る
方
、
運
動
を
始
め
る
き
っ
か
け
が
ほ
し
い
方
な

ど
、
都
合
の
つ
く
回
だ
け
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
和
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
開
催

　

第
１
回　
　
　
　

４
月
10
日

　

第
３
回　
　
　
　

５
月
８
日

　

第
５
回　
　
　
　

６
月
26
日

　

第
７
回　
　
　
　

７
月
10
日

　

第
９
回　
　
　
　

８
月
７
日

　

第
11
回　
　
　
　

９
月
11
日

　

第
13
回　
　
　
　

10
月
９
日

　

第
15
回　
　
　
　

11
月
13
日

　

第
17
回　
　
　
　

12
月
４
日

　

第
19
回　
　
　
　

１
月
８
日

　

第
21
回　
　
　
　

２
月
12
日

　

第
23
回　
　
　
　

３
月
12
日

■
活
性
化
施
設
「
蔵
」
開
催

　

第
２
回　
　
　
　

４
月
24
日

　

第
４
回　
　
　
　

５
月
22
日

　

第
６
回　
　
　
　

６
月
12
日

　

第
８
回　
　
　
　

７
月
24
日

　

第
10
回　
　
　
　

８
月
21
日

　

第
12
回　
　
　
　

９
月
25
日

　

第
14
回　
　
　
　

10
月
23
日

　

第
16
回　
　
　
　

11
月
27
日

　

第
18
回　
　
　
　

12
月
18
日

　

第
20
回　
　
　
　

１
月
22
日

　

第
22
回　
　
　
　

２
月
26
日

　

第
24
回　
　
　
　

３
月
26
日

■
対
象
者　
　
　
　

町
内
在
住
の
40
歳
以
上
の
方

■
時
間　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
２
時
30
分

■
内
容　
　
　
　
　

ス
ト
レ
ッ
チ
・
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

■
持
ち
物　
　
　
　

汗
拭
き
タ
オ
ル
・
水
分
補
給
の
飲
み
物

　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
、
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
の

土
屋　

悟
さ
ん
で
す
。

　

動
き
や
す
い
服
装
と
靴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
お
問
い

合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

「信州・長和町地域おこし協力隊」
隊員を募集します

　長和町の抱える、少子高齢化、若者の流失、雇用の場の不足、観光事業の伸び悩み、農業をはじめとした産業
の後継者不足などの課題を解決し、長和町を未来に向けてより元気な町とするため、三大都市圏から人材を受け
入れ（※長和町に住所のない方であれば可）、新しい発想や新しい創造により地域づくりを進めるために「信州・
長和町　地域おこし協力隊」を募集いたします。
　地域おこし活動に意欲・興味のある方、将来長和町において、定住・起業・就業するなど意欲を持った方など
の募集をお待ちしております。

１．募集人員
　信州・長和町　地域おこし協力隊　若干名

２．活動募集概要
　長和町に賑わいを取り戻す活動
・長和町空き家バンクの調査・登録・運用する活
動。

・町内空き家の有効活用を検討しながら、協力隊
員のイベントや活動で移住交流人口を増やす
活動。

・地方創生推進交付金で整備した空き家を町内
NPO法人と協力しながら活性化させ、さらに
宿場の賑わいを取り戻す活動。

・空き家活用事業等で得たノウハウを町内の様々
な空き家対策でも活用できるよう、専門的な
知識を取得する活動。

　上記の活動と合わせて、地域コミュニティ活動、
町おこし支援活動並びに長和町の活性化につながる支
援活動。

３．募集対象
（１）年齢
　　　平成30年７月１日現在で　18歳以上50歳以下の方。
（２）性別
　　　問いません。
（３）住所
　　　現在三大都市圏等（過疎、山村、離島、半島等の地域に該当しない市町村）に居住し、委嘱後
　　　に住民票を長和町に異動し、移住できる方。（※長和町に住所がない方）

羽田町長（写真左）と意見交換する
信州・長和町地域おこし協力隊のメンバー

※募集についての詳細は、企画財政課まちづくり政策係までお問い合わせください。

お問い合わせ先　　　長和町役場　企画財政課　まちづくり政策係　　☎７５−２０６４
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１
．
大た

い
き
ょ挙
し
て
平

ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン昌
五
輪
に
美
女
軍
団
国こ

く
い威
を
鼓こ

ぶ舞
す
る
北
の
戦
略

丸
山　

石
雄

２
．
春し

ゅ
ん
ら
い
雷
に
び
っ
く
り
し
た
る
夜
の
明
け
て
露ろ

じ地
の
あ
ち
こ
ち
福ふ

く
じ
ゅ
そ
う

寿
草
笑え

む

森
田　

か
な
い

３
．
八や

そ

み

十
三
過
ぎ
釈し

ゃ
か迦
の
足そ

っ
か下
を
た
ど
る
日
々
彼ひ

が
ん岸
の
孫
に
逢あ

う
が
楽
し
み

慈
眼
院　

弘
道

４
．
ま
ち
わ
び
し
ベ
ッ
ド
の
吾わ

れ

に
ゆ
る
さ
れ
て
い
こ
い
の
ゆ
う
げ
ワ
イ
ン
華
や
ぐ
田
村　

久
代

５
．
冬
ざ
れ
の
庭
に
一
輪
福
寿
草
咲
き
て
な
ご
み
ぬ
心
も
土
も

白
井　

よ
し
お

６
．
冬
枯が

れ
の
野の

づ
ら面
に
煙
立
ち
の
ぼ
り
藁わ

ら

焼
く
人
の
影
ひ
と
つ
見
ゆ

倉
沢　

寿
美
子

７
．
如き

さ
ら
ぎ月

は
三
寒
四
温
の
つ
ら
い
月
福
寿
草
咲
き
心
和
ま
す

宮
下　

ふ
み
子

８
．
平
昌
五
輪
メ
ダ
ル
を
胸
に
選
手
た
ち
汗
と
涙
の
笑
顔
輝
く

宮
下　

と
み

９
．
春
ま
た
ぎ
二
月
半
ば
の
今
朝
の
冷
え
そ
れ
で
も
五
感
が
春
を
ま
さ
ぐ
る

小
宮
山　

喜
代
子

10
．
白
銀
を
飛
ぶ
我
が
町
の
藤ふ

じ
も
り森

選
手
世
界
へ
羽
ば
た
く
エ
ー
ル
を
送
る

長
谷　

と
め
の

11
．
暗
闇
を
突
き
刺
す
様
な
月
明
り
寒
さ
深
々
身
に
沁
み
て
く
る

龍
野　

正
子

12
．
華
や
か
の
の
ち
必
ず
の
明
暗
に
メ
ダ
ル
獲
ら
ざ
る
選
手
ら
も
帰
る

丸
山　

晴
久

13
．
雛ひ

な
だ
ん壇

の
雛
に
も
勝ま

さ

る
孫
達
の
輝
く
笑
顔
我
は
い
と
ほ
し

逸
見　

い
つ
子

14
．
今
年
ほ
ど
寒
さ
堪こ

た

え
し
年
は
な
し
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
熱
気
に
癒い

や
さ
る

所　

由
紀
江

15
．
杖
つ
く
身
タ
ン
ス
に
眠
る
和
服
類
不
用
品
廃
棄
思
い
切
れ
ず

宮
坂　

広
子

16
．
よ
う
や
く
に
弥や

よ
い生

の
ひ
か
り
及お

よ

び
来
ぬ
縁
側
ぬ
く
し
心
安
ら
ぐ

丸
山　

純
子

17
．
我
が
町
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
居お

り
藤ふ

じ
も
り森

由ゆ

か香
さ
ん
歴
史
に
花
を

渡
辺　

幸
子

18
．
三
月
の
曾ひ

ま
ご孫

お
節せ

っ
く句

お
祝
い
に
丸
く
て
か
わ
ゆ
い
笑
顔
い
っ
ぱ
い

竜
野　

桂
子

19
．
涅ね

は

ん

え

槃
会
の
席
に
戴い

た
だ
く
や・

・

・

・

・

し
ょ
う
ま
の
花
の
か
ほ
り
に
心
安
ら
ふ

羽
毛
田　

栄

20
．
福
寿
草
春
の
使
者
な
り
我
が
庭
に
輝
き
咲
き
て
心
和
み
ぬ

石
井　

雪
枝

21
．
二
十
年
思
い
出
ピ
ア
ノ
旅
立
ち
は
涙
で
お
く
る
東
南
ア
ジ
ア
へ

渡
辺　

幸
子

な
が
わ
歌
壇

長
和
川
柳
会
互
選
（
　
）
は
句
題

川
柳
な
が
わ

◆ 

４
月
の
川
柳
会　
　

４
月
６
日
（
金
）
午
前
９
時
よ
り　

長
門
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催

 

◆ 

入
会
希
望

情
報
広
報
課
ま
た
は
お
近
く
の
右
記
会
員
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
５
月
号
の
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
の
投
稿
締
切
は
、
４
月
10
日
（
火
）
で
す
。

一
人
一
首
、
未
発
表
の
も
の
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

提
出
先
は
、
長
和
町
役
場 
情
報
広
報
係
（
長
和
町
古
町
４
２
４
７
番
地
１
、

☎
75
・
２
０
４
３
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
68
・
４
１
３
９
）
ま
で
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
投
稿
の
際
に
は
、
必
ず
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
の
明
記
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

和
田
俳
句
会
選
者
　
丸
山
晴
久

＊
俳
句
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
俳
句
会
で
は
広
く
町
民
の
皆
様
よ
り
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ご
案
内
し
ま
す
。

○
立
春
や
鳥
群
な
し
仔こ

ら
を
中
に

佐
藤　

ひ
さ

テ
レ
ビ
あ
る
そ
の
場
恋
し
き
春は
る
ご
た
つ

炬
燵

蕗ふ
き

の
薹と
う

秘ひ
そ

か
に
土
手
の
石
ご
う
ろ

○
春
立
つ
や
フ
ツ
フ
ツ
と
湧わ

く
命
あ
り

工
藤　

智
江

里
帰
り
親
子
ス
ヤ
ス
ヤ
春
炬
燵

父ち
ち
は
は母
を
手
本
に
生
き
て
八や

そ

じ

十
路
春

○
春
立
つ
や
奮ふ
る

い
立
た
せ
て
鳥
立
ち
ぬ

田
中　

秀
子

手
の
届
く
所
に
い
つ
も
春
炬
燵

メ
ダ
リ
ス
ト
に
肖あ
や
か
る
べ
く
や
夢
の
春

○
春
立
つ
や
年
金
友
の
バ
ス
の
旅

滝
沢　

長
女

味み

そ噌
仕
入
れ
甘
酒
包
む
春
炬
燵

春
雨
や
し
と
し
と
雨
が
胸
に
沁し

み

○
春
立
つ
や
「
春
」
の
字
一
人
歩
き
し
て

小
宮
山　

喜
代
子

猫ね
こ

二
匹ひ
き

顔
を
並
べ
て
春
炬
燵

土
手
陰
に
埃ほ
こ
り
だ
ら
け
の
残
り
雪

○
免
許
取
り
若
葉
マ
ー
ク
の
春
立
つ
日

五
十
嵐　

三
枝
子

そ
ろ
そ
ろ
か
ま
だ
ま
だ
ま
だ
か
春
炬
燵

水
の
音
賑に
ぎ

や
か
に
な
り
山
目
覚
め

○
梅う
め

の
香か

や
昔
を
し
の
ぶ
空
家
庭

丸
山　

晴
久

二
枚
捲め
く

り
イ
ン
ク
の
香か

満み

つ
春
は
る
ご
よ
み暦

春
炬
燵
テ
レ
ビ
を
横
に
う
と
う
と
す

俳
句
（
投
稿
）

箱
根
路
や
競
争
敗
れ
酒
に
が
し

慈
眼
院　

弘
道

信州・長和町地域おこし協力隊

古道を知り今そして未来へ

　長野県に住み始めてちょうど９カ月になりました。生まれて初
めて使った灯油ストーブの扱い方にも慣れたところで、春の陽
気のような暖かい日も出てきました。毎年この時期は一刻も早
くスギ花粉の季節が過ぎてくれることを願っております。
　私の協力隊としての最近の活動ですが、町外から来た者
の目線での簡単なウォーキングパンフレット作成、青原のお試
し体験住宅の掃除やＰＲ映像の力添えの他、観光事業を
行っていく上で必要になる知識を増やすために様 な々観光地
への出張などを行っていました。パンフレットについては町内の
いろいろな施設に設置する予定ですので、もし見かけた際に
はどのようなものか手に取ってご覧いただければと思います。
　また、有名な観光地を歩いて回り、長和町でもこれはでき
るんじゃないかとか、長和町ならこれよりもっとレベルの高いも
のができるんじゃないかとかそういう考え方が自然とできるよう
になってきました。こういった考え方や目線を、今後、ツアーや
イベントなどを実施する際に存分に生かしていきたいと考えて
います。

後藤　毅司　隊員

　

訂
正

　

広
報
な
が
わ
３
月
号
22
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
し
た
、
倉
沢
寿
美
子
さ
ん
の
短
歌
が
誤
っ
て

お
り
ま
し
た
。
次
の
よ
う
に
訂
正
す
る
と
と
も
に
、
誌
面
を
持
っ
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

誤　

冬ふ
ゆ
び陽

さ
す
午
後
も
炬こ
た
つ燵

に
微ま
ど
ろ睡

め
ば
窓
近
く
来
て
鳥
の
顔
だ
す

　

正　

冬
陽
さ
す
午
後
を
炬
燵
に
微
睡
め
ば
窓
近
く
来
て
鳥
の
顔
だ
す

ウォーキングパンフレットの表紙に用いた
写真。立岩下の橋。パンフレットでは水彩
画で描かれています。

目
覚
ま
し
が
今
朝
も
サ
ボ
ら
ず
合
図
す
る
（
時
計
）
横
山　

善
一

忙
し
い
幹
事
時
計
と
首
っ
引
き

（

〃

）
丸
山　

忠
夫

戦
争
も
バ
ブ
ル
も
知
っ
て
る
古
時
計

（

〃

）
宮
沢　

清
治

眠
ら
れ
ぬ
焦あ

せ

れ
ば
気
に
な
る
振
り
子
の
音ね

（

〃

）
児
平　

克
巳

ご
自
由
に
時
計
の
い
ら
ぬ
定
年
後

（

〃

）
宮
坂　

広
子

ロ
レ
ッ
ク
ス
恰か

っ
こ
う好

つ
け
た
が
ま
が
い
物

（

〃

）
櫻
井　

康
玖

飲の

ん

べ

え

兵
衛
は
百
薬
の
長
と
苦
に
も
せ
ず

（

百

）
宮
坂　

広
子

名
は
小さ

ゆ

り

百
合
こ
の
字
読
め
た
の
だ
い
ぶ
後
（

〃

）
櫻
井　

康
玖

定
年
後
百
円
シ
ョ
ッ
プ
で
爆
買
い
し

（

〃

）
宮
沢　

清
治

長
寿
国
何い

ず

れ
百
歳
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と

（

〃

）
丸
山　

忠
夫

孫
を
抱
き
百ひ

ゃ
く
め
ん
そ
う

面
相
で
大
は
し
ゃ
ぎ

（

〃

）
横
山　

善
一

百
ま
で
も
生
き
る
ぞ
遥
か
ま
だ
八や

そ

じ

十
路

（

〃

）
児
平　

克
巳

メ
ダ
ル
よ
り
誉ほ

め
て
あ
げ
た
い
そ
の
笑
顔
（
自
由
吟
）
宮
沢　

清
治

窓
を
開
け
鬼
は
い
な
い
ぞ
福
は
内

（

〃

）
横
山　

善
一

陽ひ

の
恵
み
請
求
の
な
い
熱
利
用

（

〃

）
宮
坂　

広
子

平ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン
昌
は
血
圧
上
げ
て
泣
き
笑
い

（

〃

）
櫻
井　

康
玖

柳り
ゅ
う
ゆ
う
友
の
呉く

れ
し
お
餅も

ち

の
里
の
味

（

〃

）
児
平　

克
巳

笑
顔
見
せ
パ
パ
を
上
手
に
使
う
知
恵

（

〃

）
丸
山　

忠
夫
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今
月
の
こ
の
本
ど
う
？

テ
ー
マ

『
自
転
車
に
乗
っ
て
出
か
け
よ
う
』

　
寒
い
冬
を
乗
り
切
り
、
待
ち
に
待
っ
た
春

到と
う
ら
い来

で
す
。
暖
か
な
春
の
陽
気
に
誘
わ
れ

て
、
あ
ち
こ
ち
出
か
け
て
み
た
く
な
り
ま

す
。
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
、

新
緑
を
感
じ
る
の
に
と
て
も
良
い
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
今
月
は
「
自
転
車
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
児
童
書
を
紹
介
し
ま
す
。
自
転

車
の
乗
り
方
や
運
転
ル
ー
ル
を
学
べ
る
も
の
、

自
転
車
が
登
場
す
る
お
話
な
ど
様
々
で
す
。

よ
り
楽
し
く
、
よ
り
安
全
な
自
転
車
ラ
イ

フ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

書

　名

著

　者

出 

版

内

　容

　紹

　介

自
転
車
ま
る
ご
と

大
辞
典

理
論
社

　
身
近
な
乗
り
物
で
あ
る
自
転
車
の
歴
史

や
し
く
み
、
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
、
選

び
方
か
ら
正
し
い
乗
り
方
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
・
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
ま
で
、
自
転
車
の
こ

と
な
ら
こ
の
１
冊さ

つ

で
全
て
が
わ
か
る
。

自
転
車
も
の
が
た
り

高た
か
と
う頭

　
祥
し
ょ
う
は
ち八

福
音
館

書
店

　
今
や
世
界
中
の
人
が
当
た
り
前
の
よ
う

に
使
う
自
転
車
。
今こ

ん
に
ち日
に
至い

た

る
ま
で
の
歴

史
を
辿た

ど

り
ま
す
。

　
月
刊
『
た
く
さ
ん
の
ふ
し
ぎ
』
か
ら
生

ま
れ
た
本
。

じ
て
ん
し
ゃ
に
の
ろ
う

斉さ
い
と
う藤

　
洋
ひ
ろ
し

講
談
社

　
自
転
車
に
乗
っ
て
、近
所
や
公
園
、遠
く

の
駅
ま
で
行
っ
て
み
よ
う
！
迷
路
や
間
違

い
探
し
、
標
識
ク
イ
ズ
な
ど
、
遊
び
な
が

ら
自
転
車
の
乗
り
方
や
交
通
マ
ナ
ー
、
安

全
意
識
が
学
べ
る
絵
本
。

じ
て
ん
し
ゃ

の
れ
る
か
な

平
田
　
利
之

あ
か
ね

書
房

　
僕
は
自
転
車
に
乗
れ
な
い
。僕
が
怖
が
っ

て
い
る
と
、「
大
丈
夫
」
と
声
が
し
て
、
タ

イ
ヤ
が
に
ゅ
る
っ
と
の
び
て
ゾ
ウ
に
な
っ

た
。
ゾ
ウ
は
「
バ
ラ
ン
ス
、バ
ラ
ン
ス
」
と
、

に
っ
こ
り
。
こ
ん
ど
は
鳥
が
と
ん
で
き
て

「
リ
ズ
ム
、
リ
ズ
ム
」
と
、
に
っ
こ
り
。

チ
リ
と
チ
リ
リ

ど
い
　
か
や

ア
リ
ス
館

　
チ
リ
と
チ
リ
リ
の
小
さ
な
姉
妹
が
自
転

車
で
走
り
ま
す
。
森
の
喫き

っ
さ
て
ん

茶
店
へ
、
パ
ン

屋
さ
ん
へ
、
ホ
テ
ル
へ
…
。
そ
れ
ぞ
れ
の

場
所
に
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
用
意
さ
れ
て

い
る
幸
せ
を
楽
し
く
描
い
た
絵
本
。

《
今
月
は
こ
れ
で
決
ま
り
！
》

４月の
図書館休館日

２日（月）、９日（月）、16日（月）、23日（月）、29日（日：祝日）、30日（月：振替）

５月１日（火：整理日）、３日〜５日（木〜土：祝日）

『
バ
ッ
タ
を
倒
し
に
ア
フ
リ
カ
へ
』

著
：
前
野
ウ
ル
ド
浩
太
郎

出
版
： 

光
文
社

　

昆
こ
ん
ち
ゅ
う虫
学
者
で
あ
る
著
者
は
、人
類
を
救

う
、
そ
し
て
「
バッ
タ
に
食
べ
ら
れ
た
い
」

と
い
う
夢
を
か
な
え
る
た
め
に
、単
身
サ
ハ

ラ
砂
漠
へ
乗
り
込
ん
だ
。
バッ
タ
の
被
害
と

大
人
の
事
情
を
相
手
に
繰
り
広
げ
た
死

闘
の
日
々
を
綴
る
。

　
毎
日
出
版

文
化
賞
特
別

賞
・
新
書
大
賞
。

『
オ
リ
ジ
ン

　上
・
下
』

 

著
：
ダ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン

 

出
版
：
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

　

ス
ペ
イ
ン
の
グ
ッ
ゲ
ン
ハ
イ
ム
美
術

館
を
訪
れ
て
い
た
宗
教
象
徴
学
者
ラ
ン

グ
ド
ン
。
人
類
最
大
の
謎
を
解
き
明
か

す
映
像
を
発
表
す
る
と
い
う
元
教
え
子

の
カ
ー
シ
ュ
は
、
発
表
の
直
前
、
額
を

撃
ち
抜
か
れ
て
絶
命
す
る
。
一
体
誰

が
？
ラ
ン
グ

ド
ン
が
謎
に

迫
る
。
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「UNOカードあそび」（和田児童クラブ） 「お別れ会」（長門児童館）

　3月7日（水）全員でU
ウ ノ

NOカードあそびをしました。
　水曜日は全下校 15時なので、一緒に宿題をしたり、お
やつを食べたりと、ゆったり過ごせる日でした。あそびの広
場で、6年生の女の子が「UNOやる人」と声をかけると、
みんなが賛成し10人でやることになりました。カードが配ら
れると「やった」「えぇ〜」「あぁ〜あ」といろいろな声が聞
こえ、ラッキーだったりがっかりしたりと、とても表情が豊か
になっていました。1年生から6年生まで1つの輪になり、
楽しいカードあそびができました。

　3月7日（水）6年生とのお別れ会をしました。
　この一年間、最上級生としてとてもお世話になった6年
生との最後の思い出作りに、みんなでホットケーキを焼いて
食べました。6年生は、さすがのリーダーシップで、ホット
ケーキを焼いてくれました。ジュースで乾杯して、みんなで食
べたホットケーキ。みんな「美味しい !」と喜んでいました。
　最後に、6年生に児童館の思い出を聞くと「楽しかっ
た」と照れながら一言。きっと数え切れないくらいの思い出
がその一言に詰まっているのかな、と感じました。

★新着本案内★

書　　　名 著　者　名 出　版　社 ジャンル

小説Ｘ
あなたをずっと、さがしてた 蘇

そ べ

部　健
けんいち

一 小学館 小 説

刑事の怒り 薬
やくまる

丸　岳
がく

講談社 小 説

棲
せいげつ

月 今
こんの

野　敏
びん

新潮社 小 説

今日は何の日？ 366日 清水　洋
ひろみ

美 世界文化社 保 育

わたしの本 緑川　聖司 ポプラ社 児 童
読 物

しあわせならてをたたこう きむら　りひと ひさかた
チャイルド 絵 本

おおきくなったら
きみはなんになる 藤本　としひこ 講談社 絵 本

図書館掲示板
　毎年４月 23 日（こども読書の日）から
５月 12 日の約３週間を「こどもの読書週
間」と定めています。今年で第 60 回を数
え、標語は「はじまるよ！本のカーニバ
ル」です。本を選んだり、読むときのワ
クワクする感じが表現されています。忙
しい日常のひと時、本と自分だけの大切
な時間です。
※今年度の長和町図書館カレンダーが出
来上がりました。カウンターにありま
すのでご利用ください。

長
門
児
童
館 

行
事
予
定

● 

「
あ
ゆ
み
会
」
と
の
交
流
（
９
日
）

前
回
は
古
封
筒
で
バ
ッ
グ
を
作
り
ま
し
た
。

● 

一
輪
車
認
定
日
（
12
日
）

暖
か
く
な
っ
た
の
で
認
定
を
始
め
ま
す
。

● 

避
難
訓
練
（
18
日
）

全
員
参
加
で
す
。

● 

紙
粘
土
制
作
（
24
日
〜
25
日
）

い
ろ
ん
な
も
の
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

和
田
児
童
ク
ラ
ブ 

行
事
予
定

★ 

１
年
生
顔
合
わ
せ
会
（
11
日
）

３
名
の
男
の
子
が
学
童
の
お
友
だ
ち
に
な

り
ま
す
。

★ 

読
み
聞
か
せ
（
18
日
）

河
野
さ
ん
に
今
年
度
も
読
ん
で
い
た
だ
き
ま

す
。
楽
し
い
お
話
を
聞
き
ま
し
ょ
う
。

★ 

お
や
つ
バ
イ
キ
ン
グ
（
25
日
）

み
ん
な
で
た
く
さ
ん
お
話
を
し
な
が
ら
、
お

や
つ
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。

2425
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町 の わ だ い 町 の わ だ い27 26

長
和
町
黒
耀
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
辰
巳
琢
郎
さ
ん
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

ワインと料理を楽しむ辰巳さんと羽田町長

　

３
月
１
日
（
木
）
長
和
町
役
場

町
民
ホ
ー
ル
で
、「
長
和
町
黒
耀

ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

N

な

が

わ

A
GA

W
A

 W

ワ

イ

ン

IN
E & ア

ン
ド F

フ

ー

ド

O
O

D
 

F
フ
ェ
ス

ES 

２
０
１
８
」が
開
催
さ
れ
、食

通
・ワ
イ
ン
通
と
し
て
も
知
ら
れ
る

俳は
い
ゆ
う優

の
辰た

つ
み巳

琢た
く
ろ
う郎

さ
ん
の
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

辰
巳
さ
ん
は
、「『
黒
耀
ワ
イ
ン
』

と
い
う
、と
て
も
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る

名
前
の
ワ
イ
ン
を
、
町
の
皆
さ
ん
が

ど
う
バッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
か
。
ど
の
よ

う
な
特
徴
を
引
き
出
し
て
い
く
か

が
大
切
。ワ
イ
ン
は
食
中
酒
。ワ
イ

ン
の
味
は
、
共
に
あ
る
料
理
に
よ
っ

イベントポスターにサインをいただきました

長
和
町
奨
励
品
認
定
証
交
付
式

５
事
業
者
11
品
目
が
新
た
に
登
録

　

３
月
19
日
（
月
）
長
和
町
奨
励

品
認
定
証
交
付
式
を
行
い
、
５
事

業
者
11
品
目
が
新
た
に
奨
励
品
に

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

■
依
田
し
の
ぶ

　
「
は
ち
み
つ
」
１
５
０ｇ

　
　
　
　
　
　

３
０
０ｇ

　
　
　
　
　
　

６
０
０ｇ

　
　
　
　
　
　

１
２
０
０ｇ

■
多
機
能
型
事
業
所
ぶ
ら
っ
と

　
「
シ
ュ
ガ
ー
ラ
ス
ク
」

　
「
ガ
ー
リ
ッ
ク
ラ
ス
ク
」

　
「
ル
シ
ア
ン
ク
ッ
キ
ー
」

■
ド
リ
ー
ム
ウ
ィ
ン
グ
ス
合
同
会
社

　
「
ひ
ま
わ
り
油
」

■
Ｊ
Ａ
信
州
う
え
だ
女
性
部

　

よ
だ
く
ぼ
南
部
支
会

　
「
笑
顔
の
ル
ビ
ー
」

■
か
ど
や
自
然
園

　
「
山
女
の
唐
揚
」

　
「
信
州
サ
ー
モ
ン
味
噌
漬
」

　

こ
れ
ら
の
奨
励
品
は
、
引
き
続

き
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
へ
掲
載
す

る
と
と
も
に
、『
と
び
っ
蔵
』
を
は

じ
め
と
し
た
町
内
の
物
産
ス
ペ
ー
ス

に
新
た
に
陳
列
さ
れ
ま
す
。

認定証交付式

て
引
き
立
ち
、そ
の
テ
ロ
ワ
ー
ル（
土

地
）
の
記
憶
と
し
て
残
り
ま
す
。」

と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、地
元
の
特
産
品
を
使
っ

た
料
理
と
、
千
曲
川
ワ
イ
ン
バ
レ
ー

特
区
で
作
ら
れ
た
ワ
イ
ン
の
試
飲
・

試
食
会
も
行
わ
れ
、
辰
巳
さ
ん
も

参
加
し
ま
し
た
。
全
国
各
地
で
地

元
産
ワ
イ
ン
が
注
目
さ
れ
る
中
、他

に
は
な
い
特
徴
を
出
す
こ
と
が
大

切
だ
と
触
れ
、「
長
和
町
に
ワ
イ
ナ

リ
ー
が
で
き
る
の
が
楽
し
み
だ
。」

と
話
す
辰
巳
さ
ん
。
黒
耀
ワ
イ
ン

ぶ
ど
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
可
能
性
に

心
躍お

ど

る
一
時
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

新規登録となった奨励品

　

３
月
１
日
（
木
）
依
田
窪
南
部
中
学
校
で
、県
下
初
『
学

校
給
食
に
蝶
ち
ょ
う
ざ
め鮫
料
理
』
が
登
場
し
ま
し
た
。

　

ド
リ
ー
ム
ウ
ィ
ン
グ
ス
合
同
会
社
が
提
供
し
た
蝶
鮫
の
身

を
、
給
食
委
員
会
が
考
案
し
た
『
チ
ョ
ウ
ザ
メ
フ
ラ
イ　

ト

マ
ト
ソ
ー
ス
が
け
』
が
献
立
に
並
び
ま
し
た
。
食
べ
た
生
徒

か
ら
も
「
鮫
っ
て
聞
い
て
臭
み
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ

た
け
ど
、
臭
く
な
く
と
っ
て
も
美

味
し
か
っ
た
」
と
大
変
好
評
で
し

た
。
ま
た
、
蝶
鮫
の
子
ど
も
３
匹

も
中
学
校
に
提
供
さ
れ
、
飼
育
に

も
挑
戦
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

『
長
和
町
の
蝶
鮫
』
を
知
る
い
い
機

会
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

依
田
窪
南
部
中
学
校
　
蝶
鮫
給
食

　

町
で
は
、
２
０
１
８
年
度
か
ら
２
０
２
０
年
度
ま
で
を
計

画
期
間
と
す
る
「
長
和
町
老
人
福
祉
計
画
・
第
７
期
介
護

保
険
事
業
計
画
」
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
平
成
30
年
２

月
に
設
置
し
た
策
定
委
員
会
に
お
い
て
２
回
審
議
を
行
い
、

計
画
案
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
案
は
「
長
和

町
介
護
保
険
運
営
協
議
会
」に
諮
問
を
し
、３
月
13
日（
火
）

森
田
協
議
会
長
よ
り
「
計
画
案
に
異
議
は
な
い
」
と
す
る

答
申
書
が
羽
田
町
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
長
和
町
に
お
け
る
今
後
の
高
齢
者
福
祉
施

策
や
介
護
保
険
事
業
の
方
向
性
に
つい
て
示
す
計
画
と
な
り

ま
す
。
計
画
の
主
な
内
容
に
つい
て
は
、
リ
ー
フ
レッ
ト
に
ま
と

め
て
広
報
な
が
わ
４
月
号
と
一
緒
に
全
戸
配
布
い
た
し
ま
す
。

「
第
7
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
の

答
申
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た

　

２
月
23
日
（
金
）
信
州
立
岩
和
紙
の
里
で
、
長
門
小
５

年
生
が
楮こ
う
ぞの
皮
む
き
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

長
和
町
内
の
保
育
園
・
小
学
校
で
は
、
地
元
の
伝
統
工

芸
で
あ
る
立
岩
和
紙
を
使
っ
て
卒
業
証
書
を
作
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
日
は
、
立
岩
和
紙
保
存
会
の
方
が
あ
ら
か
じ
め

大お
お
が
ま釜
を
使
って
蒸む

し
た
楮
の
原
木
か
ら
、
楮
の
皮
を
む
き
ま

し
た
。
は
じ
め
は
ぎ
こ
ち
な
い
手
つ
き
で
皮
を
む
い
て
い
ま

し
た
が
、
皮
と
木
の
間
に
指
を
入
れ
て
滑す
べ

ら
せ
る
よ
う
に
む

く
方
法
を
保
存
会
の
方
に
教
わ
り
、
手
早
く
上
手
に
向
け

る
よ
う
に
な
って
い
き
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
最
上
級
生
と
な
る
５
年
生
。
自
分
た
ち
の
手

で
む
い
た
楮
の
皮
を
使
って
、
世
界
に
た
っ
た
一
枚
の
卒
業
証

書
作
り
に
挑
戦
し
ま
す
。

長
門
小
5
年
生
　
楮
の
皮
む
き
体
験

　

２
月
24
日
（
土
）
上
田
市
武
石
農
産
物
処
理
加
工
施
設

で
、
依
田
窪
南
部
中
学
校
の
生
徒
会
役
員
と
給
食
委
員
の

１
・
２
年
生
が
味
噌
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
煮
て
す
り
つ
ぶ
し
た
大
豆
に
、
米こ
め
こ
う
じ麹

と

天て
ん
じ
つ日

塩え
ん

を
混
ぜ
て
手
で
こ
ね
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
調

理
実
習
と
は
ま
た
違
っ
た
材
料
の
仕
込
み
作
業
を
直
に
触
れ

て
み
て
、
と
て
も
い
い
経
験
に
な
っ
た
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
味
噌
作
り
は
、
地
域
の
食
生
活
を
学
ぶ
食
育
の一
環

と
し
て
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
生
徒
た
ち
が
仕

込
み
を
行
な
っ
た
味
噌
は
、
依
田
窪
南
部
中
学
校
に
提
供

さ
れ
、
給
食
に
使
わ
れ
ま
す
。
ど
ん
な
味
の
味
噌
が
で
き

る
か
、
楽
し
み
で
す
ね
。

依
田
窪
南
部
中
1
・
2
年
生

味
噌
作
り
に
挑
戦
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３
月
４
日（
日
）ブ
ラ
ン
シ
ュ
た
か
や
ま
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
で
、

ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル
キ
ッ
ズ
レ
ー
ス
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
５
リ
フ
ト
横
の
フ
ェ
ア
リ
ー
コ
ー
ス
に
設
け
ら
れ
た
、
ア

ル
ペ
ン
ス
キ
ー
大
回
転
と
同
じ
旗
門
が
立
つ
特
設
コ
ー
ス
を
、

子
ど
も
た
ち
は
頑
張
って
滑
り
ま
し
た
。
全
員
が
２
回
同
じ

コ
ー
ス
を
滑
り
、
よ
り
良
か
っ
た
タ
イ
ム
が
結
果
に
な
り
ま

す
。
み
ん
な
、
練
習
の
成
果
を
発
揮
で
き
た
で
し
ょ
う
か
？

　

競
技
後
に
は
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
保
育
園
児
に
は
全
員

に
「
が
ん
ば
っ
た
で
賞
」
の
賞
状
が
、
そ
し
て
保
育
園
児
か

ら
小
学
校
５・６
年
生
の
各
ク
ラ
ス
の
上
位
３
人
に
賞
状
と
メ

ダ
ル
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、「
来
年
は
も
っ

と
い
い
成
績
を
取
り
た
い
！
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

ブ
ラ
ン
シ
ュ
た
か
や
ま
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル

キ
ッ
ズ
レ
ー
ス

いべんとふぉとぐらふ
お別れ会・最上級生を送る会

和
田
保
育
園

和
田
小
学
校

　

３
月
11
日（
日
）ブ
ラ
ン
シ
ュ
た
か
や
ま
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
で
、

町
民
ス
キ
ー
大
会
＆
第
６
回
Ｇ
Ｓ
（
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー

ム
、
ア
ル
ペン
ス
キ
ー
大
回
転
）
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
様
々
な
世
代
の
方
々
に
加
え
、
町
外
か
ら
も
多
く

の
方
が
参
加
し
、
パノ
ラ
マ
コ
ー
ス
に
設
置
さ
れ
た
Ｇ
Ｓ
コ
ー
ス

を
世
代
・
性
別
ご
と
10
部
門
に
分
か
れ
て
滑か
っ
そ
う走
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
は『
依
田
窪
レ
ー
シ
ン
グ
チ
ー
ム
』も
参
加
し
、

中
学
生
の
部
（
男
子
）
で
小こ
ば
や
し林
晴は
る
た
か天
く
ん
が
、中
学
生
の
部

（
女
子
）
で
永な
が
い井
く
る
み
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で
見

事
１
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　

こ
の
町
民
ス
キ
ー
大
会
は
、
毎
年
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
来
年
も
今
年
以
上
に
熱
い
滑
走
を
期
待
し
ま
す
。

ブ
ラ
ン
シ
ュ
た
か
や
ま
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト

町
民
ス
キ
ー
＆
第
6
回
Ｇ
Ｓ
大
会

依
田
窪
南
部
中
学
校

　

３
月
10
日
（
土
）
エコ
ー
バ
レ
ー
ス
キ
ー
場
で
、
姫
木
雪
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
、
恒
例
と
な
っ
た
松た
い
ま
つ明

滑か
っ
そ
う走
と
花
火
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ホ
ッ
ト
ド

リ
ン
ク
の
振
る
舞
い
や
、
藤ふ
じ
も
り森
由ゆ

か香
選
手
の
サ
イ
ン
入
り

平ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン昌
五
輪
記
念
グ
ッ
ズ
争
奪
大
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
な
ど
も
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
明
滑
走
は
、
夜
の
ゲ
レ
ン
デ
を
鮮
や
か
に
彩
り
、
見
た

方
も
実
際
に
滑
っ
た
方
に
も
い
い
思
い
出
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
最
後
の
花
火
大
会
で
は
、
み
の
わ
手
筒
会

に
よ
る
手
筒
花
火
と
打
ち
上
げ
花
火
が
冬
の
夜
空
に
打
ち

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
普
段
こ
れ
だ
け
の
至
近
距
離
で
打
ち

上
げ
花
火
を
見
る
こ
と
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
大
き

さ
と
音
は
、
か
な
り
の
迫
力
が
あ
り
ま
し
た
。

姫
木
雪
ま
つ
り

　

雲
一つ
な
い
快
晴
と
な
っ
た
３
月
17
日
（
土
）
ブ
ラ
ン
シ
ュ

た
か
や
ま
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
で
、
わ
ん
ぱ
～
く
祭
り
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

お
祭
り
で
は
、
○
×
ク
イ
ズ
と
乗
り
物
争
奪
親
子
レ
ー
ス

が
行
わ
れ
、
多
く
の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

乗
り
物
争
奪
親
子
レ
ー
ス
で
は
、
チ
ュー
ブ
、
ソ
リ
、
ス
ト

ラ
イ
ダ
ー
な
ど
と
いっ
た
様
々
な
乗
り
物
に
子
ど
も
を
乗
せ
、

親
が
引
っ
張
っ
て
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。
争
奪
す
る
乗

り
物
の
中
に
は
、
乗
り
物
で
は
な
い
の
に
な
ぜ
か
用
意
さ
れ

て
い
た
雪
国
御ご
よ
う
た
し

用
達
の
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
も
あ
り
、
雪
の
代
わ

り
に
子
ど
も
を
乗
せ
て
ゴ
ー
ル
ま
で
運
び
ま
し
た
。
○
×
ク

イ
ズ
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
ど
ち
ら
の
催
し
も
、
た
く
さ

ん
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

ブ
ラ
ン
シ
ュ
た
か
や
ま
わ
ん
ぱ
〜
く
ま
つ
り

１年生「卒業し
ないでください

！」

６年生「ダメで
す！」

な
が
と
保
育
園

長
門
小
学
校

「６年生ありが
とう！」

３年生「僕たち
は何より強い

　　　絆で結ば
れている」

２年生「新たな
世界の入り口に

立ち

気づいたことは
一人じゃないって

こと」

最後にみんなで
ご一緒に！
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山
村
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
を
再
確
認

のうだい日記

０
１
８
年
に
入
っ
て
か
ら
二
回
目
の

実
習
に
な
る
２
月
実
習
が
、２
月
９

日
（
金
）
か
ら
11
日
（
日
）
の
３
日
間
に
か

け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
実
習
で
は
、１
日
目
は
芹せ

り
ざ
わ沢

圃ほ
じ
ょ
う場

で
コ
ウ
ゾ
の
刈か

り
取
り
を
す
る
グ
ル
ー
プ
と
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
す
る
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
活
動
し
ま
し
た
。
２
日
目
は

午
前
中
に
和
田
農
産
物
加
工
研
究
会
み
そ

班
の
ご
指
導
の
も
と
味
噌
仕
込
み
を
し
て
、

午
後
は
立
岩
和
紙
の
里
へ
行
っ
て
和
紙
漉す

き

体
験
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
３
日
目
は
コ

ウ
ゾ
の
皮
む
き
を
し
た
後
、
和
紙
職
人
の
人

か
ら
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

味
噌
仕
込
み
と
和
紙
漉
き
は
自
分
に

と
っ
て
初
め
て
の
体
験
で
し
た
。
味
噌
仕
込

み
で
は
、
お
米
を
蒸む

し
て
麹こ

う
じ
き
ん菌

を
混
ぜ
る
と

こ
ろ
か
ら
、
そ
れ
を
大
豆
、
塩
と
混
ぜ
る
と

こ
ろ
ま
で
一
か
ら
や
り
ま
し
た
。
ま
た
、
和

紙
漉
き
体
験
で
は
、
最
初
に
和
紙
漉
き
職

人
の
方
か
ら
和
紙
漉
き
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
て
か
ら
、和
紙
漉
き
で
う
ち
わ
を
作
り
ま

地
域
活
性
化
の
鍵

し
た
。
ど
ち
ら
の
体
験
も
普
通
に
生
活
し
て

い
た
ら
で
き
な
い
体
験
な
の
で
、
と
て
も
良
い

経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
は
、
山
村
再

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
目
標
と
し
て
い
る
地
域

の
活
性
化
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
講
義
を
受

け
、
地
方
創
生
や
地
域
の
活
性
化
の
課
題

と
現
状
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
対
策
と
し
て
何

を
し
た
ら
よ
い
か
を
再
確
認
し
ま
し
た
。
正

直
、自
分
は
地
方
創
生
や
地
域
の
活
性
化
に

つ
い
て
、
地
方
に
若
者
を
増
や
し
、
観
光
客

を
増
や
し
た
り
し
て
盛
り
上
げ
れ
ば
い
い
と

軽
く
考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
回
の

講
義
で
は
、
色
々
な
デ
ー
タ
と
共
に
現
状
や

課
題
に
つい
て
の
講
義
を
受
け
、そ
の
上
で
対

策
と
し
て
何
を
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
を
学

び
、
地
方
創
生
・
活
性
化
に
つ
い
て
知
識
が

深
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
講
義
の
中
で
、
課
題
へ
の
対
策
と

し
て
、地
方
に
は
若
者
と
女
性
が
必
要
だ
と

い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
実
習
で

は
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
への
訪
問
を
行
い

写真　　子育て支援センター訪問

〜山村再生プロジェクト〜

私
た
ち
山
村
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
実
習
を
通
し
て
感
じ
た
事
を

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
話
し
合
い
な
が
ら
“
地
域
再
生
・
活
性
化
の
鍵カ

ギ

”

を
探
っ
て
い
ま
す
。

２

　

今
回
の
実
習
で
は
、
和
紙
の
原
料
で
あ
る

コ
ウ
ゾ
の
刈
り
取
り
と
皮
む
き
や
味
噌
仕

込
み
な
ど
、
こ
の
季
節
な
ら
で
は
の
実
習
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、長
和
町
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
の
訪
問
で
は
、
学
生
が
普
段
触
れ

る
こ
と
が
少
な
い
子
育
て
中
の
マ
マ
や
赤
ち
ゃ

ん
と
も
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ま
で

知
ら
な
か
っ
た
長
和
町
の
一
面
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
子
育
て
世
代
も
含
め
た

様
々
な
年
代
の
方
と
交
流
で
き
る
企
画
を

今
後
作
って
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

食
料
環
境
経
済
学
科　
　

山や
ま
し
た下　

詠う
た
こ子

先
生
た
ち
の
一
言

【 お問い合わせ先 】　山村再生プロジェクト事務局（産業振興課 農政係）☎７５−２０８２

ま
し
た
。
そ
こ
は
、
お
母
さ
ん
た
ち
が
子
供

と
一
緒
に
来
て
、
子
供
た
ち
は
遊
ん
で
お
母

さ
ん
同
士
で
お
し
ゃ
べ
り
な
ど
が
で
き
る
場

所
で
し
た
。
子
供
と
二
人
き
り
で
家
に
ず
っ

と
い
る
の
は
き
つ
い
と
き
が
あ
る
と
い
う
話

を
聞
い
た
の
で
、こ
う
い
う
場
所
が
増
え
て
い

け
ば
地
方
に
女
性
が
増
え
、
子
供
も
増
え
、

若
者
が
増
え
て
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

と
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
実
習
で
は
、
農
作
業
以
外
の
初
め

て
の
体
験
が
多
く
、
学
生
た
ち
に
は
と
て
も

い
い
経
験
に
な
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

山
村
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
標
で
あ
る
地

域
活
性
化
の
課
題
な
ど
を
再
確
認
で
き
た

こ
と
は
、こ
れ
か
ら
の
活
動
に
生
か
し
て
い
け

る
と
思
い
ま
し
た
。

◆ 

今
月
の
レ
ポ
ー
タ
ー

　
　

食
料
環
境
経
済
学
科
１
年

　
　
　

矢や

だ田　

真し
ん
の
す
け

乃
祐

実

習

の

様

子

実

習

の

様

子

コウゾの刈り取り（芹沢圃場）味噌の仕込み・米麹作り（和田農産物加工所）

漉桁を使った紙漉きに挑戦（信州立岩和紙の里） 立岩和紙のうちわ作り（信州立岩和紙の里）

コウゾの皮をむく矢田くん

　

毎
年
新
し
い
学
生
を
迎
え
る
中
、
こ
の
山

村
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
を
通
じ
、
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
標
で
あ
る
「
地
域
活
性

化
」
に
つい
て
の
考
え
が
し
っ
か
り
と
受
け
継

が
れ
て
い
ま
す
。

　

冬
場
は
伝
統
文
化
継
承
活
動
及
び
ワ
ー

ク
シ
ョッ
プ
等
の
活
動
を
通
じ
、田
舎
の
農
村

に
つい
て
学
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

夏
場
の
農
作
業
実
習
も
含
め
、
１
年
間

の
活
動
を
通
じ
こ
の
長
和
町
を
知
っ
て
い
た

だ
き
、
若
い
学
生
目
線
に
て
地
域
活
性
化
の

「
鍵
」
を
み
つ
け
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

役
場
産
業
振
興
課

農
政
係
か
ら
一
言徳
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３
月
は
別
れ
と
旅
立
ち
の
季
節
。
本
紙
面

で
も
お
伝
え
し
た
と
お
り
、
町
内
の
保
育
園・

小
中
学
校
で
、
卒
園
・
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
私
が
か
つ
て
長
門
小
学
校
を
卒
業
し

た
当
時
は
、２
ク
ラ
ス
60
名
を
越
え
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
の
卒
業
生
は
28
名
。
半
分
以
下

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
数
に
、
地

方
の
少
子
化
の
深
刻
さ
を
感
じ
ま
し
た
。一方

で
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
た
ち
の
結
束
力
は
、当
時

の
ク
ラ
ス
に
負
け
な
い
、
む
し
ろ
そ
れ
以
上
の

絆
で
結
ば
れ
て
い
る
…
そ
う
感
じ
さ
せ
る
ク

ラ
ス
全
体
の
明
る
さ
も
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
統
合
初
年
度
、
新
生
依
田
窪
南
部

中
学
校
の
第
１
期
生
と
し
て
学
び
舎や

を
巣
立

つ
中
学
３
年
生
。
学
年
の
象
徴
と
も
言
え
る
、

学
校
統
合
と
い
う
大
き
な
不
安
と
困
難
に

打
ち
勝
つ
た
め
に
新
生
生
徒
会
が
提
案
し
た

秘
策
『
二
人
の
生
徒
会
長
』
が
、
卒
業
式
の

答
辞
も
二
人
で
読
み
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
二

人
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
、生
徒
会
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
も
な
っ
た
『
挑
戦
』の
精
神
。
依
田
窪

南
部
中
学
校
の
伝
統
と
、
旧
和
田
中
学
校
の

伝
統
が
融
合
し
、
新
し
い
伝
統
が
生
ま
れ
た

瞬
間
を
、こ
の
目
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

な
が
と
保
育
園
の
卒
園
式
で
、
園
長
先
生

が
口
に
し
た
「
子
ど
も
た
ち
は
長
和
町
の
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
」
と
い
う
言
葉
。
立
派
に
旅
立

ち
の
時
を
迎
え
た
子
ど
も
た
ち
は
、き
っ
と
そ

の
原
石
を
さ
ら
に
磨
き
上
げ
て
い
く
事
が
で

き
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

長和町の人口　　総人口 6,214 人　　世帯 2,657 世帯　　男性 3,065 人　　女性 3,149 人　　（平成 30 年３月 1 日現在）

第６回　長久保愛宕山
桜公園花見会

　１．日　時　　4月 22 日（日）午前 10 時から

　２．場　所　　長久保愛宕山桜公園（大石団地東側）

　３．催　し　　桜コンサート・町長賞争奪戦長和かるた取り大会

　　　　　　　　焼き鳥などの模擬店・特産品の販売・酒類の販売

　※雨天中止の場合は 20日（金）朝 7時に放送します。

入場料は無料です。皆さまの参加をお待ちしております！


